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	(1) ダンパーの実開度と開度指示に誤差のないこと。

(6) 設計圧力以上に昇圧しないこと。通常運転常用圧程度で実施する。

(7) 漏れ検査は石鹸水で行う。

(8) バルブシートの漏れ検査は圧力が低下しないことで判断する。

(9) 大気への脱圧は酸欠に注意し必要であれば安全防護具（エアーラインマスク）を着用し、周辺の立入を禁止する。

(11)燃料ガスを導入する前に窒素導入の仮配撤去を確認のこと。
(12) 燃料ガスラインにドレンの無いことを確認する。

(13) 燃料ガスラインのガス置換終了の判定は導入ガス流量と配管ボリュームとで目安をつけて検討する。

	
  加熱炉まわりのフローの例


開始





下記の確認が終了していること


・緊急遮断弁の作動テストは終


  了しているか


・燃料ガスのヘッダー元バルブ


  が閉となっているか


・アクセスドアーが閉となって


  いるか


・監視窓が閉となっているか


・各メインバーナーの元バルブ


  は閉となっているか


・各パイロットバーナーの元バ


  ルブは閉となっているか


・ダンパーおよびレジスターの


  作動状態の点検が終了してい 


  るか


・燃料ガス圧力調整弁（温度調


  節弁）の作動テストは終了し


  ているか


・圧力計および流量計が活かさ


  れているか


・燃料ガスラインのスチームト


  レースが活かされているか





緊急遮断弁・圧力調節弁（温度調節弁）を開とする





燃料ガスラインを窒素にて置換


する（Ｏ2 ２％以下）





燃料ガス脱圧バルブ（フレアー）


を閉とする





燃料ガスヘッダーの仕切板を撤去する





窒素を導入してテスト圧力まで


昇圧する





フランジ・バルブグランド・


仕切板撤去箇所の漏れ検査を実施する





圧力低下のないことを確認する





窒素を大気（又はフレアー）へ脱圧する





燃料ガスのヘッダー元バルブを


開きガスラインに燃料ガスを導入する





燃料ガス置換終了確認後フレアーへの元バルブを閉じる





終了





燃料ガス


     ヘッダー





ヘッダー元バルブ





窒素導入仮配箇所
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大気（又はフレアー）の脱圧バルブを閉とする
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フレアーへ向けて燃料ガス置換を実施する
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